第16回　施設処遇検討会議　議事録

Ｈ21.7.20　13：30～15：00

青山荘交流室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・長谷部S.G.M・小坂和子・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　兵藤拓明・向奈津美・中村文洋・　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　須々田珠実・末政絵美・上平ユリ子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(欠席者：千葉C.E.O・清水S.G.M・小笠原嘉紀・福士一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦とし子・馬渕豊子・竹内一貴)

記録者：上平ユリ子

議題

1：板橋利夫様（青山荘入所者様）の処遇について

2：中村与一郎様 (青風荘入所者様) の処遇について

3：佐藤朗子様（青明舎入所者様）の処遇について

1：板橋利夫様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：糖尿病・両変性膝関節症

＜問題点＞

①　健康管理継続　（両変性膝関節症）

1）運動（散歩・ダンベル体操・ストレッチ）

2）体重測定（振り返り）

3）手の湿疹

4）食事(間食)

＜介入方法

1）運動（散歩・ダンベル体操・ストレッチ）

散歩

　・運動と足の筋力維持・向上の目的から、朝の掃除後、職員見守りで散歩を行っている。　　　　　　　　　

・散歩中や散歩後の休憩を取ることを促し、無理のない運動を続けるよう促す。また、体調を見ながら、散歩をするかしないかや散歩の距離を短くするなど対応を変えていく。

・散歩を続けることへの不満や悩みがないか、話しやすい場を作り、相談の機会を設ける。

ダンベル体操・ストレッチ

・上半身の筋力の向上とストレッチから足首やひざの可動範囲の維持を図る

・腕や足首、膝の状態をみて、運動量を変えていく。

2）体重測定（振り返り）

・毎週木曜日に体重測定を行い、体重の増減について変化を捉えていく。

・毎月の体重推移表をグラフで作り、体重の変化状況をわかりやすく伝えていく。体重変化に興味・理解をもってもらう。　

3）間食

・体重を減らす為に、絶食や食事を偏って摂っていないか確認と見守りをしていく。
・ストレスの解消として外出や行事参加の機会を設けていく。外出時には、買い物や外食（コーラ摂取など）が行えるなど、本人にとって楽しみになるような機会にしていく。

4）手の湿疹
・1日2回、食後の軟膏塗布を職員確認にて行っていく。　

②　毎日の保清・継続

着替え（清潔の判断）
＜介入方法＞

・衣類の汚れについて、臭いがするしないではなく、しみなどの汚れが見えるか見えないかを判断基準にしている事がある。そのため、行い、清潔・不潔の現実検討能力の向上を図っていく。

・散歩から帰ってきた時など、着替えの促しや声掛けを行い、自ら定期的に保清を行っていけるよう習慣づけを図っていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・デイケア通所、外出時は職員が身だしなみを確認し、出来ている場合には評価し、継続して取り組めるようにする。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜評価＞

・現状は歩行困難、体力低下、体重も増加傾向にある為、退所後はグループホーム入所、単独生活は困難であり、退所先について今後検討していく必要がある。

・取り上げている健康管理や毎日の保清の問題点ではなく､自立に向けての問題点を明確にして再検討する必要がある。問題点も優先順位を決め、一つずつクリア出来るように支援していく。

・退所後の生活設計をきちんと立てて、出来ている事、出来ていない事を面談を通して評価し、意欲の向上をはかる。

2：中村与一郎様 (青風荘入所者様) の処遇について

病名：統合失調症
＜問題点＞　　　　

①身の回りの整理整頓が上手くできない。

＜介入方法＞

・休日は必ず、自室の掃除を行ない整理整頓する習慣を身につけていく。　

・自室の掃除が出来ていない時はさり気なく声をかけ促す。時にはアドバイスしながら一緒に行なう。

②金銭管理ができない。（状況が変わっても金銭感覚を変更できない）　　　　　　　　　　　　　　

＜介入方法＞

・購入前に現在必要な物かどうか検討し、購入順位や商品金額を本人と話し合い、買物のアドバイスをする。また、必要に応じて同行支援する。

・禁煙したため、浮いたタバコ代の半分でも貯蓄に回せるよう介入していく。

・小遣いを遣い切ってしまう為、我慢することも必要である事、これから先、まとまったお金が必要になることも視野に入れていくよう説明していく。

・定期的に小遣い帳の確認を行ない、無駄遣いをしない習慣を身に付ける。

③体調管理

＜介入方法＞

　・環境変化や指導内容によって体調不良を訴えるため、ステップアッププログラム時には十分に本人と話し合う。また、段階を踏んで取り入れ精神面等をフォロ－していく

④生活リズムの安定　

＜介入方法＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・本人と定期的な面談を行ない、現在できている部分とできていない部分を本人と振り返り、生活リズムの安定を意識付け、意欲の向上を図る。

・定時起床や余暇の活用については（休日は寝ている事が多かった）徐々に定着してきており、今後も継続していけるよう支援していく。

＜考察＞
・小遣いを使い切る為、今後まとまったお金が必要になるという事を具体的に説明し理解させる必要がある。

・今度の方向性として、青山荘入所→グループホーム入所を検討しているが、先に話すとそのことだけを考え込む傾向がある為、期限をつけないで目標を持ってもらいサポートしていく。

・まずは基本的生活習慣を身につけ、デイナイトケアからデイケアの利用を増やし、ゆくゆくは青山荘に入所させる方向性に向かって行くように支援していく。

2：佐藤朗子様 (青明舎入所者様) の処遇について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病名：統合失調症
＜問題点＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 対人面でのストレス軽減・対処方法の検討　

<介入方法＞　

・青明舎スタッフの定期的な面談により本人の話を傾聴しストレス軽減を図ると共に対処方法について検討する。
・就労先担当者との連携により、本人の状況を把握。必要に応じて業務内容を変更しストレスの軽減を図る。

2 就労、勉強の負担軽減

＜介入方法＞

・就労状況を確認しつつ、本人にかかる負担が大きいようであれば労働時間の調整することや、試験勉強について本人と検討し、負担を軽減していく。

＜考察＞

・今の仕事に満足されず、対人関係にストレスを感じている為、職員が相談相手となることで不安や焦りの軽減を図っていく。

・本人は社会福祉士の資格を取得したいとの意向があるが､社会福祉士はカウンセリングなどをし、人とかかわっていく職業である事を前提に、今後の方向性をアドバイスしていく。

・今の仕事は就労先担当者から仕事を任せられ、信頼されており、後輩の指導者という立場にある慣れた仕事の為、今の現状を維持していく為のアドバイスをしていく。







